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１学期の登校日数は７２日。２３１名の子どもたち一人ひとりが、自分自身や集団としての成長

の手応えを肌で感じとっていることと思います。

本日（７月２４日）、学校での学習や生活の成果をお知らせする「あゆみ」を子どもたちに手渡し

ました。この「あゆみ」には、担任が子どもたち一人一人の努力の様子や、こうなってほしいとい

う願いが込められています。ご家庭におかれましては、子どもとともに、この一学期の成長ぶりを

確かめ合い、大いに励ましていただけたらと願っています。

さあ、明日からいよいよ「夏休み」に入ります。心躍る２４日間の夏休みが、子どもたち一人一

人の心と体に豊かな栄養がたっぷり与えられるよう、ご家庭でのご支援・ご協力をお願い致します。

この休みをどのように過ごすかについては、すでに担任の先生やお家の人とも話し合いながら計画

を立てていることと思いますが、日頃の学校生活では体験できないことに、体ごとぶつかってチャ

レンジしてほしいと願っています。

《ご家庭で配慮していただきたいこと》

１． さんまが保証された遊び

夏休みは子どもの世界に三つの間（さんま）〈時間・空間・仲間〉が十分与えられる、よい機会で

もあります。思う存分、遊びましょう。遊びは、子どもにとっては、なくてはならないものです。

遊ぶこと自体が大変楽しみなもので、子どもの意欲的な態度を育みます。友だちとの関わりを通し

て、いろいろなことを学びます。子どもたちに創造的で豊かな遊びを大いにやらせたいものです。（保

護者の皆さんの子ども時代を思い出してください。なお、危険なことやいたずらは例外です）

２． よい習慣は、第二の天性

生活のリズムがくずれぬよう“パッと寝て、パッと起き、パッと勉強（仕事）”のよい習慣を家族

一緒に心がけてください。また、明るい挨拶をかわす、脱いだ靴をそろえる、歯磨きやお手伝い、

学習習慣など、子どもの実態に合わせて励ましながら、あせらずにじっくり取り組んでみるのもよ

いでしょう。よい習慣は人間の持つ「弱さ」も補強してくれます。

３． よりよい親子関係

家庭で過ごす時間が多くなるとつい、がみがみの小言ばかりで、逆効果になりがちです。親の鋳

型に子どもを強制的にはめ込まないで、子どもが自分で考え、自分で決定し、それを親が共感の中

で、評価してください。

「三つ叱って七つ褒め」の精神で、してはならないことは、がみがみ叱るよりも、厳しくずばり

感情的にならずに叱ることが大切です。よいことを発見し、認める、そしてやる気をおこさせてい

ただけばと思います。「勉強しなさい」「あなたのためなんだから」「もう○年生なんだから」「やる

気があるのかしら」・・・・・などの言葉は、逆効果です。夏休みは、よりよい親子関係を築く、チ
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ャンスでもあります。

８月１８日（金）。全ての子どもたちが、一段とたくましく成長して、元気に登校してくるのを楽

しみにしています。

今年度の学校経営の重点

楽しくなければ学校じゃない！

行事予定

３日（木） スインピア（午後） ２５日（金） ＰＴＡ四役会議

８日（火） スインピア（午前） ２６日（土） 西ハルニレ体育館開放

１１日（金） 山の日 市Ｐ連家庭教育研修会

１８日（金） ２学期始業式 ２８日（月） 給食費納入日（低）

返本週間 ～９／２ ２９日（火） 給食費納入日（中）

２１日（月） 職員会議 児童会

夏の交通安全週間 ３年生バス学習

～２３日 ３０日（水） 給食費納入日（高）

２２日（火） 夏休み作品展 ＰＴＡガラス拭き

２４日（木） スインピア ３１日（木） スインピア

５年生宿泊学習 給食費納入日（予）

～２５日 養護学校との交流

（１）７月２６日～２７日に、３～６年生を対象に夏休みパワーアップ教室を開催しま

す。夏休みの宿題や自分なりの課題を持ってきても構いません。１学期の学習でつま

ずいたり、わからないところがあれば、積極的に参加して解決して下さい。現在、た

くさんの児童が申し込みをしていますが、当日になって参加しても大丈夫ですので、

多くの児童の参加をお待ちしています。

（２）夏休み中の学校への連絡は、土日を除く午前８時～午後５時にお願いいたします。

ご来校の際は、職員玄関（体育館側）からインターホンで用件をお話してからお入り

ください。

また万が一、事件・事故に巻き込まれた時などは、早めに担任か学校にお知らせ下

さい。


